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本研究では，上記の Innovation Map と単年度のカタストロフィー・モデルを発展させ，特許登
録比率および，投資比率とその成長率の変化に関する「時系列推移のカタストロフィー・モデル」
へと拡張することを試みる。これにより，企業の成長要因としての財務的な投資活動を，3 次元の






3. Innovation Map のカタストロフィー・モデル
3.1 Innovation Map

















に，投資比率3 とその成長率からなる Innovation Map を提案し，各企業の投資活動における特徴
を示唆した。




























































た Innovation Map を提案している。なお，研究開発投資と設備投資は，それぞれストック値を用
いる。





















となる。次に，ID を x 軸，kID を y 軸として，ファインケミカル企業22社の27年間の平均（ID
(i), kID(i））について付置すると，図 2 のような Innovation Map が得られる。



















. Innovation Map のカタストロフィー・モデル




















Innovation Map の kID（投資成長率）を平常要因として，また ID（投資比率）を分裂要因とし
て，それぞれ上記の曲面 M に埋め込むと，カタストロフィー・モデルの概念図は図 3 のように示
唆される。また，カタストロフィー・モデルの概念図（図 3）に対応させて，Innovation Map を
解釈したものが図 4 である。
図 4 において，ID（投資比率）が大きい場合は，kID（投資成長率）の差異による特許登録比率
の差異が大きいが，ID が小さい場合は kID の差異による特許登録比率の差異は小さいという特許
登録比率の「非対称性」が認められる。また，特許登録比率は，kID が増加するに従って単調に増
加するが，ID の増加に対しては，増加する場合と減少する場合に分かれる。そういった意味で，
カタストロフィー・モデルにおいて kID を「平常要因」，ID を「分裂要因」として位置づけるこ
とができるのである。
――
図．カタストロフィー・モデルによる Innovation Map の解釈
さらに，カタストロフィー理論に従えば，第象限に位置する企業（ID も kID も大きい企業）
は，kID が減少しても，図 3（前頁）の斜線を引いた範囲では特許登録比率の多い状態に留まり，





一方，第象限に位置する企業（ID も kID も小さい企業）が第象限に移動して特許登録比率






















































との関係を，それぞれ図 6 と図 7 のように整理しておくことにする。
前述した(5)式を再掲示して，係数 a と b について検討する。
y3＋avy＋bu＋c＝0 (5)
図 6 の kID(u）と特許登録比率から，kID(u）が増加すると特許登録比率が増加していることが
示唆される。したがって，(5)式の係数 b は b＞0 であることが推測される。
また，ID(v）と特許登録比率の図 7 から，ID が増加すると特許登録比率が減少することが示唆







































覚的に記述することが可能となり，Innovation Map を 3 次元へと拡張するという新たなアプロー
チの可能性を示唆した。
最後に，本研究の成果を整理すると，以下のようになる。
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